
カレッジフェスタ事務局 

 
学生自治体：学祭実行委員会 御中 

カレッジフェスタ2023秋【関西・中国四国地区】 
世界の学生との文化交流の場を作る活動を行っております。 

「学生達が学校の壁を取っ払い協力し合うことで、得た対価で学
園祭を盛り上げて、学園祭から社会貢献を発信できる素晴らしさ
活動です。」 
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活 動 

 「カレッジフェスタ」とは、学生が開催・実施するイベントを応援・支援する活動です。 

 カレッジフェスタとは、春は、「新入生歓迎会」や秋は「学園祭・文化祭」等の大学自治体の学生が開催・実施するイベントを学生達が学校の壁を取

っ払い協力して学園祭を盛り上げ社会貢献をするする活動です。協力し合う対価を学生達が必要としている事や困っていることをあらゆる面からサポー

トします。 

 この活動により学生達が学校の壁を取っ払ってネットワークを構築し、そのマーケットを活用して日本全国共通のものを発信する事が出来ます。活動

は全て学生達が協力し合った対価で運営しています。（スポンサー企業を募って企業プロモションができるシステムのため寄付金、補助金に一切頼らず

にこの活動を運営しております。） 

さらにカレッジフェスタの活動を通じて世界の学生達との文化交流を行うことにより将来の日本のビジネスを担う学生の育成へ繋げます。 

※日本全国の学生自治体・実行委員会が協力し合う事で、カレッジフェスタの活動は、応援する企業様から得たご協賛金で運営しております。 

（※カレッジフェスタ事務局の余除金は全額を福祉団体に寄付させて頂きます。） 

 カレッジフェスタの活動により生まれる「学生達が作るイベント」から社会貢献を発信します。この活動により学生達が協力し合うことで、学生

同士のコミュニケーションが生まれ、そのネットワークと学生マーケットを活用して、生まれる対価で社会貢献ができるようにシステムにした活動

です。「学生達が社会貢献するのに募金寄付に頼らずに自ら作るイベントから、社会貢献ができる素晴らしさを実感できる。」 

 カレッジフェスタの活動を通じて、社会貢献活動は、薬物乱用禁止運動、デートDVなど身近な問題を提起し取り組めるようにしております。多く

の学生が様々な形で社会貢献活動に参加し、社会市民としての意識を高め、より良い社会の構築に寄与できるよう活動しております。 

2013年から国連が活動を広めるためにカレッジフェスタを活用して「国連の活動を広めよう！」でMDGｓ活動を広めて、2017年からは、SDGｓを学園

祭から広めよう活動を行っております。 

 NPO法人I.H.C.Nが運営しますカレッジフェスタ事務局で集めたご協賛金や助成金、ご提供商品は全てご協力された学生団体の作るイベントに活用

させて頂きます。色んな大学が集まり、たくさんの学生団体が力を合わせ協力し合う事で大きな力になります！ご協力して頂ける大学の学生団体を

募っております。ご検討の程何卒、よろしくお願い申し上げます。 

      学生達が自らの手で作るイベントから、社会貢献の素晴らしさを実感できる。 

カレッジフェスタ事務局 

プロデューサー  荒武 利嗣 

カレッジフェスタの活動ご案内 

   日本の学生と世界の学生の文化交流の場を作り、そこで生まれた絆を日本の将来に役立てます。 
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関係図 カレッジフェスタで出来る学生のネットワークで 
社会貢献活動に繋げよう！ 

 
 

カレッジフェスタ2013秋から国連のミレミュアム開発MDGsをカレッジフェスタを活用して発信しております。2017年からは学園祭からSDGsを広めよう活動を行ってます。 

各省庁のご指導、ご協力によりカレッジフェスタを通じて社会貢献活動の啓発情報発信をしております。 

 カレッジフェスタ事務局として大学・短期大学・専門学校の学園祭・文化祭のイベントや企画にイベントを作るために必要な材料をご協力参加の学生自治

体・実行委員会にご提供寄付をします。又、カレッジフェスタの配布物では、社会貢献の啓発活動や学生に役立つ情報などを紹介した情報誌「GAKUSAI 

SUMMIT」と活動を応援して頂けるスポンサー様の情報を配布キットとして封入できる袋を希望部数をご提供します。袋は、学園祭に活用できるように自由にい

ろいろ封入できます。同時に学生達が作るイベントから社会貢献ができるようになっております。 

 学校によっては、特定企業からの協賛等が不可の場合がありますが、カレッジフェスタはイベントに必要な材料として学生自治体（実行委員会）へのご提供

（寄付）となりますので、学生自治体（実行委員会）が安心してご活用頂けるシステムとなっています。カレッジフェスタは、学生達が作る学園祭・文化祭を

応援支援するシステムです。 

是非、カレッジフェスタの活動をご理解いただき、学生の活動の応援ツールとしてご活用のご検討宜しくお願い致します。 

 

※過去情報発信例：麻薬・覚せい剤乱用防止運動「ダメ。ゼッタイ。」、ひとりで悩まないで！「デートＤＶ」等の情報を発信しました。 

   学生が作るイベントに必要な材料にかえます。 

イベントに 
必要な材料や
情報サービス
等を提供 



学園祭・文化祭実行委員会への応援・支援ご提供プラン内容 
カレッジフェスタをご活用頂く学園祭・文化祭実行委員会への応援・支援内容 

カレッジフェスタの学生応援の提供リストです。（春は新入生歓迎ｲﾍﾞﾝﾄ、秋は、学園祭・文化祭のイベントにご活用下さ
い。） 

各自治体（実行委員会）は、Ａ～Ｄコースから１つご提供商品をお選び下さい。 

コース ビンゴ・抽選キット A コース 商品券2万円 B 

コース 
PanStar ﾃﾞﾗｯｸｽ ｽｲｰﾄで 
 行く釜山ペアチケット20万円
円 

C コース 
企画に応じて協賛金として 
現金協賛２万円～３万円 
 

D 

大阪南港から出港してます旅客船のﾃﾞﾗｯｸｽｽｲｰﾄ 

御一人5万円（往復）×2名のチケットを2組です。 

イベントの賞品として目玉に活用 

「学生生活に必要なものを！」 
（※画像はイメージ見本です。） 

カレッジフェスタSDGｓデータを学園祭パンフレッ

トの秋スペースに掲載が必修条件です。 
スペースは、１ページの1/3か1/4もしくは、1/6の
スペースに掲載が条件です。 
イベント告知デザインのスペースでも可能です。広

告枠でも大丈夫です。 
※カレッジフェスタ条件配布写真提出は必須条件で
す。 
※学園祭終了後ご請求書必要です 

・現金協賛希望はCコースです。 

※イベント協賛は学園祭のステージのイベントを盛

り上げるために出演のギャラ・交通費含めて現金協

賛をご提供します。 

※但し、協賛金はイベント終了後弊社にご請求書を

発行頂いてから末日締めの翌月末お支払になりま

す。 
※関西地区以外では、ご提供できない地区があります。 

＊Ａ～Ｄコースに全て、以下のカレッジ 
 フェスタ応援支援ノベルティセットを 
 最低１,０００部～(希望個数)を実行委員 
 会へご提供させて頂きます。 

ノベルティグッズ用袋 

※写真画像はイメージ画像です。 

実施概要 
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パンフレット掲載2万円
（税込） 



実施概要 

① 応援支援ノベルティセット配布のお願い ※配布風景写真を撮影して提出は必須条件です。 
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カレッジフェスタをご活用頂く 
実行委員会への条件です。 

☆カレッジフェスタからの応援支援をご活用頂くにあたって、条件内容です。 
カレッジフェスタをご活用頂けるイベントは、必ず実施する学校側の学生支援課ご管轄の学生自治体
（実行委員会）主催のイベントまたは、学校の公認団体でのイベントに限ります。 

（※学園祭期間内で学園祭内・キャンパス内で配布お願い致します。） 

  

・ご協賛企業から 

 頂いた商品等 

例えば：試供品 

ﾉﾍﾞﾙﾃｨｰ等 

カレッジフェスタ冊子 
社会貢献情報など掲載 

② 配布は感染症対策※非接触で配布と従来の手配りの配布パターンいずれかでお願い致します。  

感染症対策で配布は下記の２パターンで、お願い致します。Cは、従来の学園祭の手配り配布パターン 
Aパターン：イベント会場の机、又は、椅子に事前に置いて頂いて、来場者を入れるやり方 
Bパターン：学園祭受付、イベント受付の机の上に置いて頂き来場者が各自で受け取るパターンのやり方 
Cパターン：手配り配布 【※A～Cのパターンいずれも別紙マニュアルを参照下さい】 

※お願い 

ご提供・ご活用頂く学校全てに協力頂いて
います。 
学校側で封入したい物を一緒に封入しても
大丈夫です。学校側の団体のチラシや実行
委員会でとらてた封入協賛等を一緒に入れ
て配布しても可能です。 
※ご注意：袋に掲載してる同業他社の封入
はできません。 

B 

ノベルティグッズ用袋 社会貢献発信 
メッセージ 

A C 



お問合せ窓口 

ＮＰＯ法人Ｉ,Ｈ,Ｃ,Ｎ   カレッジフェスタ事務局本部 

〒556-0017 大阪府大阪市浪速区湊町2-1-34-1313号 
TEL 06-6634-1290 
担当荒武 携帯 090-5163-8000 
 
mail info@college-festa.com 

カレッジフェスタの活動内容などは 
 
詳しくは 
 
http://www.college-festa.com/ 
     
 
ホームページでご確認ください。 
 

窓 口 
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